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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月14日(2020.5.14)

【公表番号】特表2019-528271(P2019-528271A)
【公表日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-041
【出願番号】特願2019-508842(P2019-508842)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/275    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/39     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   48/00     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   39/275    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/39     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/40     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月3日(2020.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チクングンヤ熱とジカウイルスと天然痘の感染のリスクを低減する、免疫応答を、動物
において惹起するための組成物であって、該組成物が、医薬的に許容される担体及び弱毒
化したポックスウイルスを含み、該ポックスウイルスのゲノムが、チクングンヤ熱ウイル
スの２６Ｓサブゲノムポリプロテインをコードする核酸配列、及びジカウイルスのＰｒＭ
Ｅポリプロテインをコードする核酸配列を含む、組成物。
【請求項２】
　チクングンヤ熱と天然痘の感染のリスクを低減する、免疫応答を、動物において惹起す
るための組成物であって、該組成物が、医薬的に許容される担体及び弱毒化したポックス
ウイルスを含み、該ポックスウイルスのゲノムが、チクングンヤ熱ウイルスの２６Ｓサブ
ゲノムポリプロテインをコードする核酸配列を含み、内在的な必須の集合、成熟タンパク
質をコードする遺伝子の欠失を更に含み、及び／又は組成物の免疫原性を増大させる、組
成物。
【請求項３】
　ジカウイルスの感染と天然痘の感染のリスクを低減する、免疫応答を、動物において惹
起するための組成物であって、該組成物が、医薬的に許容される担体及び弱毒化したポッ
クスウイルスを含み、該ポックスウイルスのゲノムが、ジカウイルスのＰｒＭＥポリプロ
テインをコードする核酸配列を含み、内在的な必須の集合、成熟タンパク質をコードする
遺伝子の欠失を更に含み、及び／又は組成物の免疫原性を増大させる、組成物。
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【請求項４】
　前記弱毒化したポックスウイルスが、改変ワクシニアアンカラ（ＭＶＡ）、ＮＹＶＡＣ
、アビポックス、カナリアポックス及び鶏痘からなる群から選択される、請求項１～３の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記弱毒化したポックスウイルスが改変オルトポックスウイルスであり、前記改変が、
内在的な必須の集合、成熟タンパク質をコードする少なくとも１つの遺伝子の欠失を含み
、及び／又は組成物の免疫原性を増大させる、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記改変がＤ１３Ｌ遺伝子の欠失を含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記改変がＫ１Ｌ遺伝子の欠失を含む、請求項５又は請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記改変がＡ３９Ｒ遺伝子の欠失を含む、請求項５～７のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項９】
　前記改変がＢ７Ｒ－Ｂ８Ｒ遺伝子の欠失を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１０】
　前記改変がＤ１３Ｌ遺伝子、Ａ３９Ｒ遺伝子及びＢ７Ｒ－Ｂ８Ｒ遺伝子の欠失を含む、
請求項５に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記医薬的に許容される担体がアジュバントを含む、請求項１～１０のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１２】
　前記アジュバントが水酸化アルミニウム、リン酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリ
ウム、水酸化リン酸カルシウム、フロイント完全アジュバント、フロイント不完全アジュ
バント、ｉｓｃｏｍ及びｉｓｃｏｍマトリクスからなる群から選択される、請求項１１に
記載の組成物。
【請求項１３】
　チクングンヤ熱と天然痘、天然痘とジカウイルスの感染及び／又はチクングンヤ熱と天
然痘とジカウイルスの感染に対する、被検体における防御免疫応答の誘導において使用す
るための、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
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